
 

   

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

自分の命は自分で守ろう！ 

  朝、東門に立っていると、ヒヤヒヤします。なぜかというと…  

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達には概ね「交通ルールは守らなければならない」という規範意識が備わ

っている様子が伺えますが、残念ながら子ども達を取り巻く交通環境のほうは“安

心して登下校できる”とは言い難い状況です。 

  交通事故は、自分もまわりの人達（車や自転車）も気をつけないと無くなりませ

ん。ということは、「自分さえ交通ルールを守っていれば、絶対事故にはあわない」

とは言い切れない訳です。 

  たった１つしかない大切な命を守るために、まずは、自分達の意識を変えましょ

う。自分の命を守るのは自分です。つきましては、以下の点について、ご家庭でも

今一度確認していただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

  友達や先生、家族と一緒に明るく楽しい毎日を過ごすためにも“事故０”を！ 
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自分の命は自分で守ろう! 

令和 5 年６月 19 日 №.10 

家庭数 

💨通勤／通学のために急いでいる車や自転車が多い。 

💨信号待ちの車列が長くなり、横断歩道上で停車している車がいる。 

💨赤信号に気づくのが遅く、横断歩道直前で急停車する車がいる。 

💨歩道を走行する自転車が多い。 

💨橋から南進する場合下り坂になるので、自転車が駆け下りてくる。 

💨赤信号で停まらない自転車が多い。 

理
由 

◎横断歩道がある道路は、横断歩道を渡りましょう。 

◎横断歩道は「右」「左」「右」を確認してから渡りましょう。 

 ・信号は“青”になっていますか？ 

 ・車や自転車は来ていませんか？ 

  （車や自転車は停まってくれていますか？） 

 ・手を大きく挙げていますか？ 

 ・歩いて（あわてず）渡りましょう。  

◎信号や横断歩道がないところをどうしても渡らなければならない場合

も、一旦停まり、左右を確認してから渡りましょう。 

今号は、４月１３日にお配りした学校だよりとほぼ同じ

です。今一度、各ご家庭でも確認をお願いいたします。 


